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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力するものであり、
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオン期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号に従って前記調光回路が生成した前記第２ＰＷＭ信号のオン期間を計測し、前記
所定のオン期間と前記計測したオン期間との差分を算出し、前記算出した値を前記補正値
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として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする光源点灯装置
。
【請求項２】
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力するものであり、
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオフ期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号に従って前記調光回路が生成した前記第２ＰＷＭ信号のオフ期間を計測し、前記
所定のオフ期間と前記計測したオフ期間との差分を算出し、前記算出した値を前記補正値
として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする光源点灯装置
。
【請求項３】
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力するものであり、
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオン期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号に従って前記調光回路が生成した前記第２ＰＷＭ信号のオン期間を複数回計測し
、前記所定のオン期間と前記計測したオン期間の平均値との差分を算出し、前記算出した
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値を前記補正値として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする光源点灯装置
。
【請求項４】
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力するものであり、
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオフ期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号に従って前記調光回路が生成した前記第２ＰＷＭ信号のオフ期間を複数回計測し
、前記所定のオフ期間と前記計測したオフ期間の平均値との差分を算出し、前記算出した
値を前記補正値として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする光源点灯装置
。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載の光源点灯装置と、
　前記光源点灯装置から電力が供給される光源と、
　を備え、
　前記光源にＬＥＤまたは有機ＥＬを用いたことを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ（発光ダイオード）または有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－ｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｃｅ）を調光点灯する光源点灯装置および照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来提案されている点灯装置は、例えば特許文献１に記載されているように、発光デバ
イスに対する輝度調整用のＰＷＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ：パ
ルス幅変調）信号を外部から入力する。このＰＷＭ信号をマイコン等の制御回路で所定時
間測定することにより、ＰＷＭ信号のデューティ比を算出する。そのデューティ比を変え
ることなく、ＰＷＭ信号のキャリア周波数を発光デバイスの動作に最適なキャリア周波数
に合わせた新たなＰＷＭ信号を、再生成するようにしている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２３４３５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のような点灯装置では、例えば、外部からのＰＷＭ信号を入力する回路の影響によ
り、マイコン等の制御回路に入力されるまでに、ＰＷＭ信号のデューティ比が変わる可能
性があった。その結果、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比に応じた調光制御を行うと
きに、制御の精度が低下してしまうおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、外部からのＰＷＭ信号
のデューティ比に応じた調光制御を精度よく行うことができる光源点灯装置およびこれを
用いた照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力するものであり、
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオン期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号に従って前記調光回路が生成した前記第２ＰＷＭ信号のオン期間を計測し、前記
所定のオン期間と前記計測したオン期間との差分を算出し、前記算出した値を前記補正値
として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする。

【０００７】
　本発明にかかる照明装置は、
　上記本発明にかかる光源点灯装置と、
　前記光源点灯装置から電力が供給される光源と、
　を備え、
　前記光源にＬＥＤまたは有機ＥＬを用いたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比に応じた調光制御を精度よく行
うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる光源点灯装置およびこれを用いた照明装置を示す
回路図である。
【図２】本発明の実施の形態１にかかる光源点灯装置で用いられるＰＷＭ信号を示す波形
である。
【図３】本発明の実施の形態２にかかる光源点灯装置およびこれを用いた照明装置を示す
回路図である。
【図４】本発明の実施の形態２にかかる光源点灯装置で用いられるＰＷＭ信号等を示す波
形である。
【図５】本発明の実施の形態３にかかる光源点灯装置で用いられるＰＷＭ信号等を示す波
形である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる光源点灯装置およびこれを用いた照明装置を示
す回路図である。実施の形態１における光源点灯装置１の構成について、図１に基づいて
以下に説明する。
【００１１】
　光源点灯装置１は、点灯回路２、調光回路３、および制御回路４を備える。
【００１２】
　点灯回路２は、一端側（入力側）で商用電源２００に接続し、他端側（出力側）で光源
２０１に接続される。光源２０１は、ＬＥＤまたは有機ＥＬを用いる。点灯回路２は、商
用電源２００から供給される交流電流を制御し、光源２０１に電力を供給して光源２０１
を点灯させる。点灯回路２は、点灯制御部５を備えている。点灯制御部５は、制御回路４
から出力される信号に従って、調光点灯制御を行う。
【００１３】
　調光回路３は、一端側（入力側）で調光器２０２に接続し、他端側（出力側）で制御回
路４に接続される。
【００１４】
　調光器２０２は、指定された調光率を表す第１ＰＷＭ信号を出力する。この第１ＰＷＭ
信号がすなわち調光信号である。利用者は、リモートコントローラや壁スイッチによって
調光器２０２を操作し、これにより光源２０１の調光率を指定することができる。第１Ｐ
ＷＭ信号のオン・デューティ比が、調光率を表す。本実施の形態では、オン・デューティ
比が小さいほど調光率は高くなり（明るくなる）、オン・デューティ比が大きいほど調光
率は小さくなる（暗くなる）。
【００１５】
　調光回路３は、調光信号入力部６と反転スイッチング部７とを備える。
【００１６】
　調光信号入力部６は、抵抗Ｒ１、抵抗Ｒ２、コンデンサＣ１、およびダイオードブリッ
ジＤＢ１を備えている。調光信号入力部６は、調光器２０２から出力された第１ＰＷＭ信
号を受けて、このＰＷＭ信号をダイオードブリッジＤＢ１で整流して反転スイッチング部
７に出力する。
【００１７】
　調光器２０２と調光信号入力部６とは、単純に端子同士が信号線で接続されるので、接
続した端子の極性（正側または負側）が互いに異なる場合がある。例えば、調光器２０２
の正側と調光信号入力部６の負側とが接続される場合がある。調光信号入力部６は、ダイ
オードブリッジＤＢ１を備えることにより、極性が調光器２０２と異なっていてもＰＷＭ
信号を一定の極性で出力することができる。
【００１８】
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　調光信号入力部６は、抵抗Ｒ１を備えている。抵抗Ｒ１の一端は調光器２０２に接続し
、抵抗Ｒ１の他端はコンデンサＣ１に接続する。
　コンデンサＣ１の一端は調光器２０２に接続し、コンデンサＣ１の他端は抵抗Ｒ１に接
続する。
　抵抗Ｒ２の一端は抵抗Ｒ１とコンデンサＣ１とを接続する接続部に接続し、抵抗Ｒ２の
他端はダイオードブリッジＤＢ１に接続する。
【００１９】
　反転スイッチング部７は、フォトカプラＰＣおよび抵抗Ｒ３、抵抗Ｒ４、抵抗Ｒ５，ツ
ェナーダイオードＺＤ、ＭＯＳ－ＦＥＴＱ１、コンデンサＣ２とを備えている。反転スイ
ッチング部７は、フォトカプラＰＣによって生成された矩形波信号に応じてＭＯＳ－ＦＥ
ＴＱ１をスイッチングし、制御回路４に第２ＰＷＭ信号を出力する。
【００２０】
　反転スイッチング部７のフォトカプラＰＣは、一次側（発光ダイオード側）で調光信号
入力部６のダイオードブリッジＤＢ１に接続している。フォトカプラＰＣは、ダイオード
ブリッジＤＢ１から出力されるＰＷＭ信号に応じて二次側（フォトトランジスタ側）をス
イッチング（オンまたはオフ）する。
【００２１】
　フォトカプラＰＣの二次側（コレクタ側）は、抵抗Ｒ３を介して制御電源ＶＤＤに接続
する。フォトカプラＰＣは、ＰＷＭ信号に応じて二次側をスイッチング動作することによ
って、制御電源ＶＤＤから供給される電圧から、ＰＷＭ信号を反転させた矩形波信号を生
成する。
【００２２】
　抵抗Ｒ４の一端は、フォトカプラＰＣの二次側と抵抗Ｒ３の接続点に接続している。抵
抗Ｒ４の他端は、ツェナーダイオードＺＤのカソードと、ＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のゲートに
接続する。ＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のドレインは、抵抗Ｒ５を介して制御電源ＶＤＤに接続す
ると共に、コンデンサＣ２と制御回路４へ接続される。ＭＯＳ－ＦＥＴＱ１は、フォトカ
プラＰＣによって生成された矩形波信号に応じてスイッチングすることで、矩形波信号の
極性を反転させ、調光器２０２から出力された第１ＰＷＭ信号と同位相の第２ＰＷＭ信号
を制御回路４に出力する。
【００２３】
　なお、フォトカプラＰＣの二次側（エミッタ側）、ツェナーダイオードＺＤのアノード
側、ＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のソース側、コンデンサＣ２の他端はいずれもグランドＧＮＤに
接続される。
【００２４】
　制御回路４は、記憶部８、計測部９、および演算部１０を備えている。計測部９は、調
光回路３から出力された第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間を計測する。演算部１０は
、前記計測したオン期間とオフ期間に対して、記憶部８に予め格納した補正値を加減して
、オン・デューティを算出する。制御回路４は、この算出したオン・デューティ比に応じ
て点灯回路２の点灯制御部５へ信号を出力する。
【００２５】
　以上、本実施の形態１に係る光源点灯装置１の構成および動作について説明した。
　次に、制御回路４の記憶部８に格納する補正値について説明する。図２は、本発明の実
施の形態１にかかる光源点灯装置で用いられるＰＷＭ信号を示す波形である。
【００２６】
　以下の説明において、第１ＰＷＭ信号とは、調光回路３に入力されるＰＷＭ信号である
。第２ＰＷＭ信号とは、調光回路３から制御回路４に入力されるＰＷＭ信号である。第３
ＰＷ信号とは、後述するように制御回路４が第２ＰＷＭ信号を補正することで生成された
ＰＷＭ信号である。
【００２７】
　図２（Ａ）は、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号の波形であり、オン期間ａを０
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．３ｍｓとし、オフ期間ｂを０．７ｍｓとする。
【００２８】
　図２（Ｂ）は、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号の波形である。制御回路４では
、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間とターンオフ時
間が異なる場合などは、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオンデューティ比と、
制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオンデューティ比が異なってしまう。その結果
、図２（Ｂ）に示す制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号が、オン期間ａ´が０．４ｍ
ｓ、オフ期間ｂ´が０．６ｍｓとなっている。
【００２９】
　このため、本実施の形態では、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオン期間ａ＝
０．３ｍｓと、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間ａ´＝０．４ｍｓの差
分である０．１ｍｓを補正値として予め記憶部８に格納する。
【００３０】
　図２（Ｃ）は、制御回路４で第２ＰＷＭ信号を補正することで生成した第３ＰＷＭ信号
の波形である。
　計測部９は、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間を計測
する。演算部１０は、計測部９で計測したオン期間ａ´＝０．４ｍｓに対しては、記憶部
８に格納した補正値０．１ｍｓを減算する。演算部１０は、計測部９で計測したオフ期間
ｂ´＝０．６ｍｓに対しては、記憶部８に格納した補正値０．１ｍｓを加算する。これに
より、補正後のＰＷＭ信号（第３ＰＷＭ信号）のオン期間ａ´´は０．３ｍｓ、オフ期間
ｂ´´は０．７ｍｓとなる。
【００３１】
　この補正により、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオン期間ａ＝０．３ｍｓ、
オフ期間ｂ＝０．７ｍｓと同じオンデューティ比の第３ＰＷＭ信号を生成することができ
、制御回路４が調光器２０２からのＰＷＭ信号のデューティ比を正確に検出することがで
きる。そして、制御回路４は、この第３ＰＷＭ信号に基づいて点灯制御部５に信号を与え
ることができる。
【００３２】
　以上のように、本実施の形態１は、制御回路４で計測したオン期間およびオフ期間に補
正値を加減する。その結果、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比を制御回路４が正確に
検出することができ、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比に応じた調光制御を精度よく
行うことができる。
【００３３】
　なお、本実施の形態１では、オン期間の差分を補正値として制御回路４の記憶部８に格
納して補正を行ったが、オフ期間の差分を補正値として制御回路４の記憶部８に格納して
補正を行っても良い。
【００３４】
　実施の形態２．
　本発明の実施の形態２にかかる光源点灯装置３０１は、実施の形態１の制御回路４に外
部から信号を入力する入力端子２０を設けたものである。本実施の形態において、制御回
路４を除く光源点灯装置３０１の構成は、実施の形態１にかかる光源点灯装置１と同じで
あるため、共通事項については説明を省略し、実施の形態１と異なる制御回路４について
主に説明する。また、本実施の形態において、実施の形態１と同様の構成、動作について
は、同符号を付し説明を省略することがある。
【００３５】
　図３は、本発明の実施の形態２にかかる光源点灯装置およびこれを用いた照明装置を示
す回路図である。実施の形態２における光源点灯装置３０１の構成について、図３に基づ
いて以下に説明する。
【００３６】
　制御回路４は、外部から信号を入力する入力端子２０を備えている。入力端子２０は、
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抵抗Ｒ６を介して制御電源ＶＤＤに接続されると共に、コンデンサＣ３を介してグランド
ＧＮＤに接続されている。
【００３７】
　入力端子２０は、さらに光源点灯装置３０１の外側に露出する外部端子２１と接続して
いる。このため、光源点灯装置３０１の外部から、外部端子２１を介して、制御回路４の
入力端子２０に信号を入力することができる。
【００３８】
　光源点灯装置３０１の外側に露出する外部端子２２が、コンデンサＣ３を介して入力端
子２０および外部端子２１と電気的に接続するとともに、グランドＧＮＤに接続している
。
【００３９】
　実施の形態２では、外部端子２１を介して入力端子２０へと外部からＨｉｇｈ信号が入
力されると、計測部９が、調光回路３から出力された第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間を計測する。演算部１０は、前記計測したオン期間とオフ期間に対して、記憶部８に予
め格納した補正値を加減して、オン・デューティを算出する。制御回路４は、この算出し
たオン・デューティ比に応じて点灯回路２の点灯制御部５へ信号を出力する。
【００４０】
　以上、本実施の形態２に係る光源点灯装置３０１の構成および動作について説明した。
　次に、制御回路４の記憶部８に格納する補正値について説明する。図４は、本発明の実
施の形態２にかかる光源点灯装置３０１で用いられるＰＷＭ信号等を示す波形である。詳
細には、図４は、実施の形態２のＰＷＭ信号および制御回路４の入力端子２０に入力され
る信号を示す波形を示している。
【００４１】
　図４（Ａ）は、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号の波形であり、オン期間ａを０
．３ｍｓとし、オフ期間ｂを０．７ｍｓとする。
【００４２】
　図４（Ｂ）は、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号の波形である。制御回路４では
、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間とターンオフ時
間が異なる場合などは、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオンデューティ比と、
制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオンデューティ比が異なってしまう。その結果
、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号が、オン期間ａ´が０．４ｍｓ、オフ期間ｂ´
が０．６ｍｓとなっている。
【００４３】
　このため、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオン期間ａ＝０．３ｍｓと、制御
回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間ａ´＝０．４ｍｓの差分である０．１ｍｓ
を補正値として予め記憶部８に格納する必要がある。
【００４４】
　しかしながら、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間
とターンオフ時間などは、部品のばらつきにより異なるため、補正値についても部品毎に
異なる値に設定する必要がある。
【００４５】
　そこで、本実施の形態では、オン期間を計測するとともに、計測したオン期間と予め指
定されたオン期間との差分を補正値とすることにした。
【００４６】
　図４（Ｃ）は、制御回路４の入力端子２０に入力される信号の波形である。実施の形態
２では、この入力端子２０に入力される信号がＬｏｗ信号かＨｉｇｈ信号かに応じて、異
なる動作が実施される。図４（Ｃ）に示す信号がＬｏｗ信号である期間をＴＬｏｗとし、
Ｈｉｇｈ信号である期間をＴＨｉｇｈとする。
【００４７】
　本実施の形態では、少なくとも制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号がオン期間の間
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は、入力端子２０にＬｏｗ信号を入力する。この期間は、ＴＬｏｗである。これと共に、
少なくとも前記Ｌｏｗ信号を入力する際には、調光回路３に入力するＰＷＭ信号を予め指
定されたオン期間ａ、例えば０．３ｍｓとする。
【００４８】
　計測部９は、入力端子２０にＬｏｗ信号が入力されたことを検知した際は、制御回路４
に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間を計測する。演算部１０は、計測したオン期間ａ
´＝０．４ｍｓから予め指定されたオン期間ａ＝０．３ｍｓの差分である０．１ｍｓを補
正値として算出し、これを記憶部８に格納する。
【００４９】
　図４（Ｄ）は、制御回路４で第２ＰＷＭ信号を補正することで生成した第３ＰＷＭ信号
の波形である。入力端子２０にＨｉｇｈ信号が入力されているとき（期間ＴＨｉｇｈ）は
、計測部９は、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間を計測
する。演算部１０は、計測部９で計測したオン期間ａ´＝０．４ｍｓに対しては、記憶部
８に格納した補正値０．１ｍｓを減算する。演算部１０は、計測部９で計測したオフ期間
ｂ´＝０．６ｍｓに対しては、記憶部８に格納した補正値０．１ｍｓを加算する。これに
より、補正した第２ＰＷＭ信号のオン期間ａ´´は０．３ｍｓ、オフ期間ｂ´´は０．７
ｍｓとなる。
【００５０】
　この補正により、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオン期間ａ＝０．３ｍｓ、
オフ期間ｂ＝０．７ｍｓと同じオンデューティ比の第３ＰＷＭ信号を生成することができ
、制御回路４が調光器２０２からのＰＷＭ信号のデューティ比を正確に検出することがで
きる。そして、制御回路４は、この第３ＰＷＭ信号に基づいて点灯制御部５に信号を与え
ることができる。
【００５１】
　以上のように、本実施の形態２は、入力端子２０にＬｏｗ信号を入力した際に、計測し
たオン期間と予め指定されたオン期間との差分を補正値とする。そして、入力端子２０に
Ｈｉｇｈ信号を入力した際に、この補正値を加減算して第２ＰＷＭ信号を補正することが
できる。これにより、部品のばらつきがある場合においても、外部からのＰＷＭ信号のデ
ューティ比を正確に検出することができる。その結果、外部からのＰＷＭ信号のデューテ
ィ比を制御回路４が正確に検出することができ、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比に
応じた調光制御を精度よく行うことができる。
【００５２】
　なお、本実施の形態２では、オン期間の差分を補正値として制御回路４の記憶部８に格
納して補正を行ったが、オフ期間の差分を補正値として制御回路４の記憶部８に格納して
補正を行っても良い。
【００５３】
　実施の形態３．
　本発明の実施の形態３は、実施の形態２の記憶部８に格納する補正値の算出方法が異な
る。本実施の形態において、光源点灯装置３０１の構成は実施の形態２と同じため、説明
は省略する。また、本実施の形態において、実施の形態２と同様の構成、動作については
、同符号を付し説明を省略することがある。
【００５４】
　制御回路４の記憶部８に格納する補正値について説明する。
　図５は、本発明の実施の形態３にかかる光源点灯装置３０１で用いられるＰＷＭ信号等
を示す波形である。詳細には、図５は、実施の形態３のＰＷＭ信号および制御回路４の入
力端子２０に入力される信号を示す波形を示している。
【００５５】
　図５（Ａ）は、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号の波形であり、オン期間ａを０
．３ｍｓとし、オフ期間ｂを０．７ｍｓとする。
【００５６】
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　図５（Ｂ）は、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号の波形である。制御回路４では
、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間とターンオフ時
間が異なる場合などは、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオンデューティ比と、
制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオンデューティ比が異なってしまう。その結果
、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号が、オン期間ａ´が０．４ｍｓ、オフ期間ｂ´
が０．６ｍｓとなっている。
【００５７】
　このため、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオン期間ａである０．３ｍｓと、
制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間であるａ´０．４ｍｓの差分は、０．
１ｍｓであり、この差分０．１ｍｓを補正値として予め記憶部８に格納する必要がある。
【００５８】
　しかしながら、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間
とターンオフ時間などは、部品のばらつきにより異なるため、補正値についても部品毎に
異なる値に設定する必要がある。
　また、制御回路４でサンプリングする分解能などにより、調光回路３に入力される第１
ＰＷＭ信号のオンデューティが一定であっても、制御回路４で計測した第２ＰＷＭ信号の
オンデューティは一定とならない場合がある。
【００５９】
　そこで、本実施の形態では、複数のオン期間を計測し、計測したオン期間の平均値を求
める。この平均値と予め指定されたオン期間との差分を補正値として記憶部８に格納する
構成にした。
【００６０】
　図５（Ｃ）は、入力端子２０に入力される信号の波形である。実施の形態３でも、この
入力端子２０に入力される信号がＬｏｗ信号かＨｉｇｈ信号かに応じて、異なる動作が実
施される。図５（Ｃ）に示す信号がＬｏｗ信号である期間をＴＬｏｗとし、Ｈｉｇｈ信号
である期間をＴＨｉｇｈとする。
【００６１】
　制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間が複数回発生する間、入力端子２０
にＬｏｗ信号を入力する。この期間は、ＴＬｏｗである。これと共に、少なくとも前記Ｌ
ｏｗ信号を入力する際には、調光回路３に入力する第１ＰＷＭ信号を予め指定されたオン
期間ａ、例えば０．３ｍｓとする。
【００６２】
　制御回路４は、入力端子２０にＬｏｗ信号が入力されているときは、計測部９が制御回
路４に入力される第２ＰＷＭ信号のサイクル毎のオン期間ａ´を計測するとともに、演算
部１０がそれらの複数のオン期間ａ´の平均値を算出する。本実施の形態では、図５（Ｂ
）に示すように、単位サイクル（ａ´とｂ´のペア）の２つ分について、２つのオン期間
ａ´の平均値を求めている。ただし、２サイクル以上、例えば３つ以上の数サイクルや十
数サイクル等に渡ってオン期間ａ´の平均値を求めてもよい。演算部１０は、算出したオ
ン期間の平均値から、予め指定されたオン期間ａである０．３ｍｓを減算して、差分をと
る。本実施の形態では２つのオン期間ａ´の平均が０．４ｍｓであるものとし、０．４ｍ
ｓと０．３の差分は０．１ｍｓである。この差分０．１ｍｓを、補正値として記憶部８に
格納する。
【００６３】
　図５（Ｄ）は、制御回路４で第２ＰＷＭ信号を補正することで生成した第３ＰＷＭ信号
の波形である。
　計測部９は、入力端子２０にＨｉｇｈ信号が入力されているとき（期間ＴＨｉｇｈ）は
、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間を計測する。演算部
１０は、計測部９で計測したオン期間ａ´である０．４ｍｓに対しては、記憶部８に格納
した補正値０．１ｍｓを減算する。演算部１０は、計測部９で計測したオフ期間ｂ´であ
る０．６ｍｓに対しては、記憶部８に格納した補正値０．１ｍｓを加算する。これにより
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、第２ＰＷＭ信号を補正し生成した第３ＰＷＭ信号のオン期間ａ´´は０．３ｍｓ、オフ
期間ｂ´´は０．７ｍｓとなる。

【００６４】
　この補正により、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオン期間ａ＝０．３ｍｓ、
オフ期間ｂ＝０．７ｍｓと同じオンデューティ比の第３ＰＷＭ信号を生成することができ
、制御回路４が調光器２０２からのＰＷＭ信号のデューティ比を正確に検出することがで
きる。そして、制御回路４は、この第３ＰＷＭ信号に基づいて点灯制御部５に信号を与え
ることができる。
【００６５】
　以上のように、本実施の形態３は、入力端子２０にＬｏｗ信号を入力した際に、計測し
たオン期間の平均値と予め指定されたオン期間との差分を補正値とする。そして、入力端
子２０にＨｉｇｈ信号を入力した際に、この補正値を加減算して第２ＰＷＭ信号を補正す
ることができる。これにより、部品のばらつきがある場合や制御回路４のサンプリング分
解能が低い場合においても、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比を制御回路４が正確に
検出することができる。その結果、外部からのＰＷＭ信号のデューティ比に応じた調光制
御を精度よく行うことができる。
【００６６】
　なお、本実施の形態３では、オン期間の差分を補正値として制御回路４の記憶部８に格
納して補正を行ったが、オフ期間の差分を補正値として制御回路４の記憶部８に格納して
補正を行っても良い。
　なお、上記の実施の形態においては、補正後の第２ＰＷＭ信号（つまり第３ＰＷＭ信号
）のデューティ比と第１ＰＷＭ信号のデューティ比とが一致するように、第２ＰＷＭ信号
のオン期間およびオフ期間に補正値を加減した。しかしながら、本発明は、デューティ比
が完全に一致するように補正する実施形態に限られるものではない。デューティ比が「略
一致」するように補正値を加減することとしてもよい。補正前の第２ＰＷＭ信号のデュー
ティ比よりも補正後の第２ＰＷＭ信号のデューティ比が、第１ＰＷＭ信号のデューティ比
に近づくように、第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加減すればよい。
【符号の説明】
【００６７】
　１、３０１　光源点灯装置、２　点灯回路、３　調光回路、４　制御回路、５　点灯制
御部、６　調光信号入力部、７　反転スイッチング部、８　記憶部、９　計測部、１０　
演算部、２０　入力端子、２１、２２　外部端子、２００　商用電源、２０１　光源、２
０２　調光器
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